
主体的に学ぶことの大切さ 

校長 長田 和義 

 

 

 

 

 

 

 

急速な産業構造の変化やグローバル化、
情報通信技術の発達など、将来を予測する
ことが難しい時代となっています。 

マイケル・A・オズボーン氏（オックスフ
ォード大学准教授）によれば「今後 10～20
年程度で、約 47％の仕事が自動化される可
能性が高い」とされています。実際、ロボ
ットがホテルで接客の一端を担い、自動車
の運転自動化も実用化に向け技術力が日々
向上し現実味を帯びてきています。 

また、キャシー・デビットソン氏（ニュ
ーヨーク市立大学大学院センター教授）の
予測によれば「2011 年度にアメリカの小学
校に入学した子どもたちの 65％は、大学卒
業後、今は存在していない職業に就く」と
されています。 

これらの予測が当たるかどう
かはわかりませんが、今の中学
生は全く状況が異なると思われ
る未来社会を支えていくことに
なります。模範解答のない諸問
題にも果敢に取り組み、他者と
協働して解決を図ることができ
る力を身に付けていくことが求
められています。 

最新の情報も日々更新される時代です。大
切なのは、自分自身で主体的に学び続けるこ
とができるようになることです。  

本校では「生涯を通して主体的に学ぶ生徒
の育成」を目指しています。  

授業の中での新しい発見や学ぶことの楽し
さを実感すること、学んだことと社会とのつ
ながりを意識したりすることなどが主体的な
学びにつながっていくものと考えます。  

次年度の教育計画作成においても、これら
のことを念頭に置き、教材の選定、授業形態
や展開の工夫等、教育活動の充実に取り組ん
でまいります。  

 

 

 

 平成 27 年度 第 67 回卒業式 

  日時  平成 28 年 3 月 18 日（金） 

      午前 10 時開式 

  会場  本校体育館 

 

 平成 28 年度 第 70 回入学式 

  日時  平成 28 年 4 月 7 日（木） 

      午前 10 時開式 

  会場  本校体育館 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

通用門から生徒玄関に

通じる通路に白い花が咲

いています。校舎 3 階か

ら咲いている花がよく観

察できます。 

開花しているようすは、

白い小鳥がたくさん木に

止まっているように見え

ます。 

白木蓮は、4 月にかけ

て咲いています。 

 
 

7 日 月 始業式 

8 日 火 入学式 

9 日 水 2，3 年給食始 定期健康診断始 

10 日 木 1 年給食始 尿検査 

11 日 金 避難訓練 部活動説明会 

14 日 月 朝礼 尿検査追加 

15 日 火 保護者会(3)  

16 日 水 歯科検診（3） 

17 日 木 歯科検診(1,2) 保護者会(2) 

18 日 金 内科検診（3）保護者会(1) 

22 日 火 全国学力調査(3) 内科検診（1） 

24 日 木 内科検診（2） 

25 日 金 離任式 

28 日 月 開校記念日 朝礼 ※平常授業 

5月1 日 木 避難訓練 眼科検診（1,2,3） 

2日 金 身体計測 

8日 木 耳鼻科検診 修学旅行説明会（3） 

9日 金 生徒総会 

 

3 月の主な予定 

2 水 都立高等学校一次発表(3) 

3 木 中学校体験入学 

4 金 学校評議員会 

5 土 ジョイントコンサート 

7 月 
朝礼 安全指導 

都立高等学校後期・二次出願(3) 

8 火 都立高等学校後期・二次取下げ(3)  

9 水 都立高等学校後期・二次再提出(3)  

10 木 
専門委員会 避難訓練 

都立高等学校後期・二次学力検査(3) 

13 日 もちもちの会 

14 月 PTA 全体会・講演会 

16 水 
卒業式予行 給食終(3) 

お別れ会(PTA) 

18 金 卒業式 

23 水 保護者会(1・2) 

24 木 給食終(1・2) 大掃除 

25 金 修了式 

26 土 春季休業日始 

4 月前半の主な予定 

5 火 春季休業日終 

6 水 始業式 

7 木 入学式 

8 金 
給食始(2・3) 安全指導 

定期健康診断始 

11 月 避難訓練 給食始(1) 

13 水 歯科検診(2・3) 

14 木 歯科検診(1) 

 

〈白木蓮 （はくもくれん）〉 

卒業式、入学式の予定

薬物乱用防止の普及啓発活動感謝状 

【教育目標】自ら学び、考え、行動する人 思いやりと責任感のある人 健康で心豊かな人 

27年度 №11  平成28年3月4日 
発行  新宿区立牛込第二中学校 

校長 長田 和義 

ＨＰ  
牛込二中だより 

 

学校で咲いている花 

http://www.shinjuku.ed.jp/jh-ushigome2


 

※敬称略 

◇新宿区中学校バドミントン 1 年生交流大会 

  女子ダブルス 

優勝 第 1 学年  太田  

大場 組 

 

女子シングルス  

第 3 位 第 1 学年 松本 

 

 

 

学校図書館には、生徒の「読書センター」
及び「学習・情報センター」としての機能
が求められています。新宿区では、各校に
学校図書館支援員を配置し、学校図書館の
活用を推進しています。図書館内のレイア
ウトやポップを工夫したり、読書推進のた
めの企画に取り組んだりしています。活用
状況を生徒の貸出
冊数からみると、
今年度は、前年度
比で 2.7 倍になり
ました。 

第 1 学年の国語
の授業では、学校
図書館支援員とのティーム・ティーチング
で授業を行いました。 

学校図書館が、授業で学習した内容をさ
らに確かめ、広げ、深める場、生徒の主体
的な学習活動を支援する場となるよう今後
も活用を進めていきます。 

 

 

 

1 月 28 日(木)に鶴巻小学校、2 月 18 日
（木）に早稲田小学校で理科の出前授業を
行いました。 

テーマは「電池」。 
身近な材料（金属板や

水溶液）を用いて、電子
オルゴールを鳴らしたり、
発光ダイオードを光らせ
たりしました。 

実験を通して、電池と
なる条件や持ち運びしや
すい工夫について考察し
ました。 

 

学校ホームページ情報〈主な更新情報〉 
○中学校体験入学 

○会議室・体育館のワックスがけ 
○給食献立表（3 月） 
○学校保健委員会 

 

 

学校保健委員会講演会を 2 月 29 日（月）

5・6 校時に株式会社 明治 から管理栄

養士 2 名に講師として来校いただき、第 3

学年及び保護者を対象に実施しました。 

5 校時は「明日の体づくり」、6 校時は

「腸から元気」として、将来に向け自分の

健康について考えることや、食についての

正しい知識をもち、自身の生活に役立てる

内容で実施しました。 

講師の先生からは、

カルシウムの摂取法

や乳酸菌の効用など、

具体的なお話しをい

だだき、大変貴重な

機会となりました。 

 
 
 
「命の大切さを知り、自他を大切にする

ことを学ぶ」ことを目的に、2 月 10 日
（水）に、ＮＰＯ法人再チャレンジ東京い
じめ・自殺防止国民運動本部から講師とし
て来校いただき、第 1 学年を対象に「命を
守る特別授業」を行いました。 

HELP～たすけ～
によるいじめをな
くす歌「飛べない
小鳥」の演奏、い
じめの体験を綴っ
た「天使がくれた
飴ちゃん」の朗読
があり、生徒は真剣に耳を傾けていました。 

学習後の感想には、「命は大切にしなけ
ればいけない」、「これからも仲間をもっ
と大切にする」などありました。 

あらためて命の大切さを考える貴重な貴
重な機会となりました。 

 
 
 
 
3 月 3 日（木）に

来年度の新入生を対
象に中学校体験入学
を実施しました。 

入学予定の小学６
年生に「中学校の学
習や生活に向けた準備」のきっかけとなる
ように、中学校生活の説明を聞いたり、授
業の様子を見学したりと中学校生活を体験
してもらいました。 

また、生徒会長がスライド資料を使いな
がら、学校行事などを紹介しました。 

中学校生活への期待が高まってくれるこ
とを期待しています。 

生徒の活躍 

学校図書館の活用 

学校保健委員会 

中学校体験入学 

命を守る特別授業 

小学校出前授業（理科） 


